






















































































































































































































































































































































































































































②文公振 『中国報学史J上海古籍出版社 2003年 p. 165 










⑪たとえばVirginiaWoolf A Room of One's Own (San Diego: HBJ 1929) p. 69-70 
⑫上海古籍出版社 1978年第一章。
⑬李美淑、朝鮮王朝の宮廷文学の史実と虚構一一『ハン中録Jを中心に、 （仁平道明編、 f王朝文学と
東アジアの宮廷文学J所収）、竹林舎、 2008年5月、 p.548 
［付記］
本研究は北京外国語大学2009年度基本科研専項経費項目“2009]]045”の研究成果の一部である。
＊討議要旨
今関敏子氏は、日本文学史の中で、南北朝時代の 『竹むきが記』成立以来、樋口一葉まで約 500年
問、女性作者がいないという空白期があったことについて、どう考えるかと質問し、発表者は、逆に
女性作者が存在する理由について、平安期に「女房」という階層が存在したことと、当時の女子教育
に必須の和歌を詠む行為が恋愛や結婚に結びつくという社会的背景、とくに、女訓書類の受容などと
密接に関わっているのではないかと答えた。王益鳴氏は、北朝の前秦の詩人である蘇慧の方が、今発
表で指摘された女性文学者以前の女性作者として提示できるのではないかと問い、発表者は、本発表
は散文体の叙事文学の誕生を考えるものであるため、詩は対象外であると述べた。
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